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(57)【要約】
【課題】本発明は、外装材を形成した際にできる目地部
分の裏面に形成する敷目板の接続部材として使用するジ
ョイント部材に係るものである。
【解決手段】垂直平面状板材の略中央部分を屋外側へ突
出した立ち上がり部１と、左右両端部分の下連結片２ａ
と上連結片２ｂからなる連結部２とから短尺状に形成し
たものであり、下連結片２ａは、屋外側へ突出した下カ
バー部１ａと、下カバー部１ａの下端を左右方向に突出
した下固定部６と、下固定部６の両端部を屋外側へ折り
返して突出した下舌片７とから形成し、上連結片２ｂは
、屋外側へ突出した上カバー部１ｂと、上カバー部１ｂ
の下端を左右方向に突出した上固定部８と、上固定部８
の両端部を屋外側へ折り返して突出した上舌片１２と、
上舌片１２より形成した嵌合溝１３とから形成したジョ
イント部材Ａである。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
垂直平面状板材の略中央部分を屋外側へ突出した立ち上がり部と、左右両端部分の上連結
片と下連結片からなる連結部とから短尺状に形成したものであり、下連結片は、屋外側へ
突出した下カバー部と、下カバー部の下端を左右方向に突出した下固定部と、下固定部の
両端部を屋外側へ折り返して突出した下舌片とから形成し、上連結片は、屋外側へ突出し
た上カバー部と、上カバー部の下端を左右方向に突出した上固定部と、上固定部の両端部
を屋外側へ折り返して突出した上舌片と、上舌片より形成した嵌合溝とから形成したこと
を特徴とするジョイント部材。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、外装材を形成した際にできる目地部分の裏面に形成する敷目板の接続部材と
して使用するジョイント部材である。
【背景技術】
【０００２】
　外装材の縦目地部分の継ぎ目の裏面に、防水性強化のために敷目板を形成することが、
行われている。そこで、敷目板は土台から軒にかけて連続状に形成することが望ましいが
、施工性、搬送性、作業性を考慮して作業者が持ち運べる長さにするのが一般的であった
。そこで、上下方向に板材を接続する方法として、敷目板間に接続用のジョイント部材を
形成し、上下を重ね合わせることにより接続部分の防水性を確保するものであった。（例
えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開昭５７－１９４５４８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１は出隅ジョイナの上部に水受ジョイントピース、水受ジョイントピースの上
部に出隅ジョイナの下部を重ね合わせることにより、出隅ジョイナ間の接続部分に隙間が
発生しないように形成したものである。しかしながら、上下間の連結が確実でなく、また
隙間が生じて漏水する危険性があった。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明はこのような欠点を解決するために、垂直平面状板材の略中央部分を屋外側へ突
出した立ち上がり部と、左右両端部分の上連結片と下連結片からなる連結部とから短尺状
に形成したものであり、下連結片は、屋外側へ突出した下カバー部と、下カバー部の下端
を左右方向に突出した下固定部と、下固定部の両端部を屋外側へ折り返して突出した下舌
片とから形成し、上連結片は、屋外側へ突出した上カバー部と、上カバー部の下端を左右
方向に突出した上固定部と、上固定部の両端部を屋外側へ折り返して突出した上舌片と、
上舌片より形成した嵌合溝とから形成したジョイント部材を提供するものである。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明に係るジョイント部材によれば、（１）敷目板の連結の際に、切り欠き加工を必
要としない。（２）施工性が向上し、作業効率が向上する。（３）敷目板の上下の連結部
分の防水性を向上できる。（４）重ねるだけの構造でなく、嵌合構造のため敷目板との一
体化が強化される。等の特徴、効果がある。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
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【図１】本発明に係るジョイント部材の代表的一例を示す斜視図である。
【図２】本発明に係るジョイント部材の代表的一例を示す説明図である。
【図３】本発明に係るジョイント部材を使用する敷目板の代表的一例を示す一部切り欠き
斜視図である。
【図４】本発明に係るジョイント部材の施工状態を示す斜視図である。
【図５】本発明に係るジョイント部材を使用する敷目板の施工状態を示す断面図である。
【図６】本発明に係るジョイント部材の施工方法を示す斜視図である。
【図７】本発明に係るジョイント部材の施工方法を示す斜視図である。
【図８】本発明に係るジョイント部材の施工方法を示す斜視図である。
【図９】本発明に係るジョイント部材の施工方法を示す斜視図である。
【図１０】本発明に係るジョイント部材の施工方法を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【実施例】
【０００８】
　以下に図面を用いて本発明に係るジョイント部材について詳細に説明する。図１、図２
は本発明に係るジョイント部材を示す斜視図と説明図であり、図２（ａ）はジョイント部
材Ａの正面図、図２（ｂ）はジョイント部材Ａの右側面図、図２（ｃ）はジョイント部材
Ａの平面図、図２（ｄ）はジョイント部材Ａの底面図である。また、ジョイント部材Ａの
左側面図は右側面図と対象に表れるものである。また、図３は敷目板Ｂの一部切り欠き斜
視図、図４はジョイント部材Ａの施工状態を示す斜視図、図５は縦目地部Ｍの裏面部分に
形成された敷目板Ｂを示す断面図であり、αは躯体、βは固定具を示すものである。さら
に、図５～図１０はジョイント部材Ａと敷目板Ｂとの施工順序を説明する一部切り欠き斜
視図である。
【０００９】
　ジョイント部材Ａは図１、図２に示すように、垂直平面状板材の略中央部分を屋外側へ
突出した立ち上がり部１と、左右両端部分の連結部２とから短尺状に形成したものであり
、縦目地部Ｍ部分に形成される敷目板Ｂの縦繋ぎに形成するものである。
【００１０】
立ち上がり部１は下カバー部１ａと、上カバー部１ｂと、凹部１ｃとからなり、連結部２
は下連結片２ａと、上連結片２ｂと、段差片２ｃとから形成したものであり、敷目板Ｂの
上下端部に重合して防水性を強化する部分である。
【００１１】
　下連結片２ａは、下側面３、４と下面５とから形成した下カバー部１ａと、下側面３、
４の下端を左右方向に突出した下固定部６と、下固定部６の両端部を屋外側へ折り返して
突出した下舌片７とから形成したものである。
【００１２】
　　上連結片２ｂは、上側面９、１０と上面１１とから形成した上カバー部１ｂと、上側
面９、１０の下端を左右方向に突出した上固定部８と、上固定部８の両端部を屋外側へ折
り返して突出した上舌片１２と、上舌片１２より形成した嵌合溝１３とから形成したもの
である。
【００１３】
　段差片２ｃは、下連結片２ａと上連結片２ｂ間を段差１４を介して形成された部分であ
り、後記する敷目板Ｂの連結部分として形成される部分である。
【００１４】
　下連結片２ａは図４に示すように、下段の敷目板Ｂの立ち上がり部１８にジョイント部
材Ａの立ち上がり部１を被せると共に、下段の敷目板Ｂの上端部の係合溝２０にジョイン
ト部材Ａの下舌片７を挿入するように押し込み、敷目板Ｂの上端部にジョイント部材Ａの
下連結片２ａを連結するものである。
【００１５】
上連結片２ｂは図４に示すように、上段に形成する敷目板Ｂの下端部分の立ち上がり部１
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８をジョイント部材Ａの立ち上がり部１に被せるように押し込み、ジョイント部材Ａの上
端部の嵌合溝１３に、敷目板Ｂの下片１９を挿入することによりジョイント部材Ａに敷目
板Ｂを連結するものである。
【００１６】
　下切り欠き１５と上切り欠き１６は、立ち上がり部１部分を突出して形成することによ
り、ジョイント部材Ａを敷目板Ｂに差し込む際、あるいは敷目板Ｂをジョイント部材Ａに
差し込む際のガイドとなり、作業性を向上するために形成したものである。
【００１７】
　敷目板Ｂは図３に示すように、図５に示す縦目地部Ｍの断面図に示す躯体α上に固定具
βにより形成し、外装材Ｇ、カバー材Ｋ、パッキンＣ、シーリングＳよりなる縦目地部Ｍ
の防水下地材として機能するものである。
【００１８】
　なお、ジョイント部材Ａ、敷目板Ｂの素材としては、金属製板材をロール成形、切断加
工、プレス成形、などの加工により成形したものである。
【００１９】
　そこで、本発明に係るジョイント部材Ａの施工方法について説明する。まず、図６に示
すように躯体αに固定された敷目板Ｂの上端部分に形成されたパッキンＣを、図７に示す
下カバー部１ａの幅Ｈの長さ分Ｈ１の長さで切り取る。この場合は、Ｈ≧Ｈ１の関係であ
る。
【００２０】
　次に、図７、図８に示すように下段の敷目板Ｂの立ち上がり部１８にジョイント部材Ａ
の立ち上がり部１を被せると共に、下段の敷目板Ｂの上端部の係合溝２０にジョイント部
材Ａの下舌片７を挿入するように押し込み、敷目板Ｂの上端部にジョイント部材Ａの下連
結片２ａを連結するものである。
【００２１】
　その後、図９、図１０に示すように、上段に形成する敷目板Ｂの下端部分の立ち上がり
部１８をジョイント部材Ａの立ち上がり部１に被せるように押し込み、ジョイント部材Ａ
の上端部の嵌合溝１３に、敷目板Ｂの下片１９を挿入することによりジョイント部材Ａに
敷目板Ｂを連結し、固定部１７を固定具βにより躯体αに固定する。
【００２２】
　最後に、図１０、図４に示すように、パッキンＣをジョイント部材Ａの露出部分の両端
に隙間なく形成し、ジョイント部材Ａと、敷目板Ｂの施工を完了するものである。
【００２３】
　なお、図２（ｂ）、（ｃ）、図３に示すように、ジョイント部材Ａにおいて、嵌合溝１
３間の幅をＷ、下舌片７間の幅をＷ１、敷目板Ｂにおいて、係合溝２０間の幅をＴ、舌片
１９間の幅をＴ１とすると、Ｗ≧Ｔ１、Ｗ１≦Ｔの関係である。
【００２４】
　また、図では縦目地部Ｍ部分に使用するジョイント部材Ａについて説明したが、略９０
度で屈曲し、出隅部分、入隅部分の敷目板Ｂのジョイント部材Ａとして使用することもで
きるものである。
【符号の説明】
【００２５】
α　躯体
　β　固定具
　Ａ　ジョイント部材
　Ｂ　敷目板
　Ｃ　パッキン
　Ｇ　外装材
　Ｋ　カバー材
　Ｍ　縦目地部
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　Ｓ　シーリング
　１　立ち上がり部
　１ａ　下カバー部
　１ｂ　上カバー部
　１ｃ　凹部
　２　連結部
　２ａ　下連結片
　２ｂ　上連結片
　２ｃ　段差片
　３　下側面
　４　下側面
　５　下面
　６　下固定部
　７　下舌片
　８　上固定部
　９　上側面
　１０　上側面
　１１　上面
　１２　上舌片
　１３　嵌合溝
　１４　段差
　１５　下切り欠き
　１６　上切り欠き
　１７　固定部
　１８　立ち上がり部
　１９　舌片
　２０　係合溝
　２１　外気取込孔
　



(6) JP 2014-105496 A 2014.6.9

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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